
９　山田神社門前遺跡群（A地点）

所在地：山田字下馬場 410 番 2 外 2 筆

調査原因：専用住宅

対象面積：281.49㎡

調査日：令和 3 年 11 月 25 日～ 26 日

調査者：中村安宏

調査地は、小岱山から南へ延びる丘陵上に位置

する標高約 17 ｍの地点である。以前はブドウ畑と

して利用されていたようである。現地確認の時点で、

古代以降とみられる須恵器小片を表採している。

　工事の内容は、専用住宅であるが、駐車場部分で

深さ約 1.2 ｍの切土が生じるため、切土範囲を中心

に 2 か所のトレンチを設定し、確認調査を実施した。

その結果、土層は表土、旧耕作土層下位に基盤層

及び客土層を確認した。この客土層は、ブドウ畑に

造成された際に切り盛りされたものと考えられ、支

柱用の石材などが含まれている状況であった。

いずれのトレンチからも遺構・遺物は確認できな

かった。造成の際に基盤層まで削平し、南側を埋め

ながら敷地を拡張したものとみられ、埋蔵文化財は

残存していないものと判断される。

このような状況であることから、その後の処置は

慎重工事となった。
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1．灰褐色土（7.5YR  4/2) 　表土
2．褐色土（7.5YR 4/3) 　しまり、粘性共になし。旧耕作土。
3a．褐色土（7.5YR 4/4)　しまり、粘性共にやや強い。ブドウ畑造成時の客土。
3b．暗褐色土（7.5YR 3/4)　ややしまり、粘性弱い。ブドウ畑造成時の客土。
4．黒褐色土（7.5YR3/2)　しまり、粘性共にやや強い。ブドウ畑造成時の客土。
5．にぶい褐色土（7.5YR 5/4)　しまり、粘性共に強い。基盤層。

山田神社門前遺跡トレンチ土層

0 1m
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 33図	 山田神社門前遺跡群（A地点）調査地位置図

第 34図	 山田神社門前遺跡群（A地点）トレンチ位置図

第 35図	 山田神社門前遺跡群（A地点）トレンチ土層図
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１０　年の神遺跡（A地点）

所在地：岱明町野口字西平 2938 番 1

調査原因：宅地造成

対象面積：1,840㎡

調査日：令和 3 年 12 月 6 日～ 12 月 10 日

調査者：中村安宏

　調査地は、友田川左岸の丘陵上に位置する標高約

15 ｍの地点である。大野小学校運動場の西側にあ

たり、現況は畑地や荒地となっていた。

　当遺跡は、弥生時代中期を中心とする集落遺跡で、

昭和 28 年に田邉哲夫氏によって東側に残存する支

石墓（市指定史跡）が発掘調査されている。また、

昭和 42 年には造成中に田添夏喜氏によって、新た

な支石墓が確認され、主体部の甕棺内からゴホウラ

貝腕輪 7 点（市指定有形文化財）が発見されたこ

とで知られている。敷地東側は、平成 28 年度に市

道拡幅工事に伴い確認調査を実施しているが、埋蔵

文化財は確認されていない。

工事の内容は、位置指定道路を伴う分譲地（6 区

画分）の宅地造成で、敷地全体に約 0.5 ～ 1.3 ｍの

切土が生じるため 6 か所のトレンチを設定し、確

認調査を実施した。

その結果、いずれのトレンチにおいても埋蔵文化

財は確認されなかった。各トレンチの土層堆積状況

かから、当該地は本来南西から北東へ傾斜する地形

であったが、耕作地化の際に、敷地南西部で基盤層

まで削平し、その掘削土を敷地北東部に充填するこ

とで平坦地化したものと考えられる。遺構は検出さ

れなかったが、弥生時代中期の甕底部片 1 点が出

土したのみである。これらのことから、当該地にお

いては、大幅な土地の改変を受けており、埋蔵文化

財は残存していないものと考えられる。よって、そ

の後の処置は慎重工事となった。
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１０　年の神遺跡（A 地点）

第 36図	 年の神遺跡（A地点）調査地位置図

第 37図	 年の神遺跡（A地点）トレンチ配置図
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写真	19　年の神遺跡 A地点調査地（北から）
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 38図	 年の神遺跡（A地点）トレンチ土層図
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1．褐灰色土（7.5YR  5/1) しまり、粘性共になし。表土。
2．暗褐色土（7.5YR 3/3)  しまり強く、粘性なし。基盤土層の土をブロック状に含む。造成土。
3．灰褐色土（7.5YR 4/2)　しまり弱く、やや粘性強い。造成土。
4．暗褐色土（7.5YR 3/3)　しまり弱く、粘性強い。
5．黒褐色土（7.5YR 3/2)　しまり、粘性共にやや強い。
6. 浅黄色土（2.5Y7/4）　 しまり、粘性共に強い。基盤土層。

年の神遺跡 A 地点トレンチ土層
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2 トレンチ調査状況（北から）1トレンチ調査状況（西から）

3トレンチ調査状況（南西から） 4トレンチ調査状況（北から）

5トレンチ調査状況（西から） 6トレンチ調査状況（南東から）
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９　山田神社門前遺跡群（A 地点）

写真	20　年の神遺跡 A地点調査状況

１０　年の神遺跡（A 地点）
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１１　山田神社門前遺跡群（B地点・西林坊）

所在地：山田字上馬場 164 番 2

調査原因 : 西林坊覆屋新設

対象面積：38㎡

調査日：令和 4 年 1 月 26 日～ 28 日

調査者：中村安宏

　調査地は、小岱山から南へ延びる丘陵上に位置す

る標高約 31 ｍの地点である。本事業は、平成 26

年度から市の補助事業として実施されている、玉名

市指定重要有形民俗文化財「山田白山宮比売神十二

坊祭礼記録帳 附
つけたり

十二坊塔碑」の保存整備に伴う、

各石造物への保護覆屋設置である。中世期に現在の

山田日吉神社周辺に 12 の坊が所在したことを今に

伝えるもので、一部で所在地の移動が認められるが、

現在も各坊守により守護尊として祀られている。

　今回の工事は、この十二坊塔碑のうち、西林坊で

花崗岩自然石（高さ約 86 ｍ）を石碑としており、

文字なども彫られていない。

この石碑周辺の切土（面積：16㎡、深さ：1.1 ｍ）

を行う計画であるため、石碑を中心に 2 か所のト

レンチを設定し確認調査を実施した結果、遺構は認

められず、遺物は土器・青磁の細片が少量出土した。

工事の内容は、切土後に覆屋を設置し、石碑を再

度、覆屋内に移設するものである。今回の調査では、

切土の深度 1.1 ｍについては埋蔵文化財が認められ

なかったものの、工事立会となった。その後の工程

で、立会を行ったが埋蔵文化財は確認できなかった。
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 39図	 山田神社門前遺跡群（B地点）調査地位置図

第 40図	 山田神社門前遺跡群（B地点）トレンチ配置図

写真	21　西林坊調査前状況（北から）と	1	トレンチ（西から）
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（縄文土器・土師皿・青磁片）
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１１　山田神社門前遺跡群（B 地点・西林坊）

第 41図	 西林坊トレンチ平面・断面図

第 42図	 　西林坊出土遺物実測図

第 43図	 西林坊トレンチ土層図
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1 暗褐色土（7.5YR 5/6)  しまり、粘性共になし。多量の山砂混入する。
a 灰褐色土（7.5YR 5/2)　しまり、粘性共になし。石碑の掘方と考えられる。
2 灰褐色土（7.5YR 4/2)　しまりなく、やや粘性あり。
3 暗褐色土（7.5YR 3/3)　しまりなく、粘性弱い。
4 黒褐色土（7.5YR 3/2）  しまりなく、やや粘性あり。
5 褐色土　 （7.5YR 4/4）  しまり、粘性共に強い。　
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１２　寺田久保遺跡

所 在 地：玉名市寺田字久保 384,386-1

調査原因：宅地造成（分譲地 7 区画分）

対象面積：2503.51㎡

調 査 日：令和 4 年 2 月 15 日～ 17 日

調査者：中村安宏

   調査地は、菊池川左岸の伊倉丘陵性台地上に位置

する標高約 51 ｍの地点であり、西側は深い谷とな

っている。また、北東側には世間部塚古墳などが所

在し地下式坑も発見されている（第Ⅲ章参照）。

当該地の現況は畑となっており、工事の内容が

10 区画分の宅地造成で、位置指定道路部分におい

て掘削を伴うことから、2 か所のトレンチを設定し

て確認調査を実施した。

その結果、1 トレンチにおいて時期不明の溝を 1

検出し、須恵器の破片が出土したが、その他の埋蔵

文化財は確認できなかった。溝は幅約 1.2 ｍで、深

さは 30㎝まで確認したものの、さらに深くなる可

能性がある。東西方向へ延び、丘陵を断ち切るよう

に掘られているものと想定されるが、その性格は明

確でない。当遺跡が古代以降、中世を中心とした集

落跡ならば、区画や排水用の可能性がある。

工事の内容は、大部分が盛土による宅地造成であ

り、溝が検出された地点は位置指定道路の側溝など

が計画されているものの、遺構検出面まで掘削が及

ばないことから、その後の処置は慎重工事となった。
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写真 22　寺田久保遺跡調査地（南西から）
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 46図	 寺田久保遺跡出土遺物実測図

第 44図	 寺田久保遺跡調査地位置図

第 45図	 寺田久保遺跡トレンチ配置図
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1 トレンチ調査状況（北から）

1トレンチの溝検出状況調査状況（西から）

1トレンチ調査状況（南から）

2トレンチ調査状況（北から）

写真 23　寺田久保遺跡調査状況
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１２　寺田久保遺跡

第 47図	 寺田久保遺跡トレンチ土層図
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1．灰褐色土（7.5YR  5/2) 耕作土
2．暗褐色土（7.5YR 3/4)  しまり、粘性やや強い。
                         Ⅴ層土を粒状に多く含む。
3．黒褐色土（7.5YR 2/2)　しまり、粘性やや強い。
                         Ⅴ層土をブロック状に含む。
4．黒褐色土（7.5YR 3/2)　しまり、粘性やや強い。
                         Ⅴ層土をブロック状に含む。
5．褐色土（7.5YR 4/4)　  しまり、粘性ともに強い。
                         基盤層。

1トレンチ溝状遺構覆土
a. 黒褐色土（7.5YR 3/2)　しまり、粘性やや強い。
b. 黒褐色土（7.5YR 2/2)　しまり、粘性やや強い。
c. 黒褐色土（7.5YR 3/2)　しまり、粘性やや強い。
d. 極黒褐色土（7.5YR 2/3)　しまり、粘性やや強い。

寺田久保遺跡トレンチ土層
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１３　高岡原遺跡

所 在 地：玉名市岱明町野口字塚原 665-1,66

所在地：中尾字天神木 329-1

調査原因：宅地造成

対象面積：1,199㎡

調査日：令和 4 年 3 月 2 日～ 3 月 4 日

調査者：中村安宏

　調査地は、境川左岸の玉名台地上に位置する標高

約 23 ｍの地点である。地目は畑地となっているが、

耕作放棄地となっている。

分譲地計画で進入路、駐車場、擁壁工事において

切土が発生する部分の４か所にトレンチを設定して

確認調査を実施した。

　その結果、駐車場部分の 1 トレンチにおいて溝

状遺構 1 条を検出した他、各トレンチで土器細片

等の遺物が出土した。この溝状遺構については、時

期や深さなど性格を把握するため、トレンチを拡張

して人力で掘り下げ完掘に至った。溝の長さは 2 ｍ、

幅は約 0.6 ～ 1 ｍで、深さは約 0.45 ｍが残存して

おり、埋土から古代の須恵器片、時期不明の土器小

片数点が出土した。

また、各トレンチの土層堆積状況から当地の旧地

形は、台地平坦部から南への斜面移行部であったと

推測され、その後に敷地北側を削平して平坦に整地

したものと想定される。斜面移行部であったことか

ら、元々遺構密度は薄かったうえに、削平を受けた

ことで溝の下部のみが残存している可能性が高い。

施工時に影響を受ける範囲で検出された溝は既に完

掘しており、その他は遺構が確認されていないこと

から慎重工事となった。

　溝から出土した須恵器の甕とみられる破片（第

53 図・1）は、内面の叩きに、いわゆる車輪文が

認められた。これは荒尾産須恵器の特徴といわれて

いるもので、9 世紀の所産とされる。平成 11 年度

における調査区でも溝の周辺から、同様の車輪文が

施された須恵器甕片が出土しており、今後も詳細な

調査が必要であるが、9 世紀代において荒尾産の須

恵器が玉名地域に流入していたことが想定される。
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 48図	 高岡原遺跡調査地位置図

第 49図	 高岡原遺跡トレンチ配置図
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１３　高岡原遺跡
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 51図	 １トレンチ溝状遺構平面・断面図

第 52図	 高岡原遺跡トレンチ土層図②
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3. 褐色粘質土（7.5YR 4/6)
   しまりあり。粘性弱い。土器細片、
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1 トレンチの溝検出状況（西から）

写真 25　高岡原遺跡調査状況

1トレンチ拡張部の溝検出状況（北西から）

溝内の遺物出土状況（北西から） 3トレンチ調査状況（北から）

- 37 -

１３　高岡原遺跡

第 53図	 高岡原遺跡出土遺物実測図
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１４　年の神遺跡（B地点）

所在地：岱明町野口 2460 番 1

調査原因：調査依頼

対象面積：23,480㎡

調査日：令和 4 年 3 月 8 日

調査者：宇田員将

　調査地は、友田川左岸の丘陵上に位置する標高約

14 ｍの地点である。現況は、大野小学校の敷地内

となっており、運動場の西端にあたる。

　この東側では、令和 3 年度に宅地造成に伴う発

掘調査を実施しており、弥生時代中期の竪穴建物跡

や土坑、柱穴などが検出され、弥生土器の他に勾玉

や磨製石剣、砥石、立岩産石庖丁、今山産石斧、赤

彩土器などと共に県内で初めて石製のおもり（天秤

権）が出土しており、交易の拠点的な集落であった

ことが想定される。

当該地では建物予定地に 3 か所のトレンチを設

定して確認調査を実施した。その結果、土層は小礫

や砂粒を含む粘質土や砂質土が約 2 ｍ下まで堆積

しており、埋蔵文化財は確認できなかった。

敷地は小学校の校庭建設時に大幅な切土造成が

なされており、既に削平を受けた状態であることか

ら埋蔵文化財は残存していないものと考えられる。

工事の内容は、学童保育施設の建設であるが、確

認調査の結果から慎重工事となった。
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 54図	 年の神遺跡（B地点）調査地位置図

第 55図	 年の神遺跡（B地点）トレンチ配置図
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4 暗褐色粘質土（10YR 3/3) しまりなし。粘性あり。小礫少量含む。細粒砂多く含む。
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１４　年の神遺跡（B 地点）

第 56図	 年の神遺跡（B地点）トレンチ土層図
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年の神遺跡（追加資料報告）

　本資料は、B 地点調査区の東側に位置する調査地

点（平成 27 年度調査地）から出土していた遺物を

ここで追加報告するものである。

　発掘調査は福祉施設の増築に伴うもので、既に『玉

名市内遺跡調査報告書Ⅹ』（2018) において報告し

ているが、その中で未掲載となっていた遺物があっ

たため、今回改めて数点の実測を行った。

　調査区内の主な遺構は、弥生時代中期を中心とし

た 10 数基の土坑と 1 基の甕棺墓であり、土坑の 2

基からは多量の貝殻（カキ主体）と共に、獣骨や種

子なども検出されている。

　掲載した土器２点は、いずれも弥生時代中期の

S11（直径約１ｍの円形土坑）から出土している。

16 は甕とみられ、くの字状に張る最大胴部に線刻

文様があり、外面下半部にはミガキが施されている。

 17 は壺もしくは甕で、全体にミガキが施され、頸

部外面には縦方向の暗文がある。赤色顔料の痕跡は

肉眼では確認できない。18 は、確認調査時の１ト

レンチから出土している打製石斧である。安山岩製

でやや小型である。19 と 20 は、いずれも調査区

の 2・3 層（包含層）から出土している柱状片刃石

斧の破片である。変成岩と層灰岩製であり、20 には、

抉り部分も残っている。周辺の大原遺跡から類似し

た石斧が 2 点出土している。

＜参考文献＞

玉名市教育委員会『玉名市内遺跡調査報告書Ⅹ』　2018
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Ⅱ　令和 3年度の調査

第 57図	 年の神遺跡周辺調査区位置図

第 58図	 年の神遺跡（B地点）周辺出土遺物実測図
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１５　今見堂遺跡

所在地：築地 140 番 2

調査原因：店舗

対象面積：4,622.15㎡

調査日：令和 4 年 3 月 15 日～ 16 日

調査者：中村安宏

　調査地は、境川右岸の玉名台地上に位置する標高

約 16 ｍの地点である。当遺跡は、現在の県道（旧

産業道路）が建設される以前から五輪塔や中世期の

古銭・人骨片などが確認されており、遺跡名となっ

ている「今見堂」という小字名からも中世にお堂や

墓地が存在していた可能性がある。

　西側は平成 9 年度に市道築地立願寺線建設工事

に伴い発掘調査が実施されており、弥生時代と考え

られる土坑数基 7 などが検出されている。

　しかし、南側にある店舗や有明広域消防署の建設

に伴う確認調査では、広域にトレンチを設定して調

査したものの、遺構も遺物も全く検出されなかった。

　南東側に溜池があるように、周辺は浅い谷となっ

ており、消防署付近の調査地点でも掘削してしばら

くすると下から水が湧いてくる状況であった。

　そのような土地条件から、生活の場には適さなか

ったのかもしれない。

　当該地には以前から店舗が建っており、建物部分

以外はアスファルト舗装されていたため、既存建物

が解体され更地となった後に確認調査を実施した。

　調査では、基礎フーチングや柱状改良杭、地中

梁が入る部分を中心に 3 か所のトレンチを設定し、

埋蔵文化財の状況を確認した。その結果、基本的に

基盤層の上位は客土であり、以前の店舗工事の際に

大幅な撹乱を受けているものと考えられ、遺構や遺

物は確認できなかった。

　工事の内容は、自動車販売店の移転新築工事であ

り、確認調査の結果から慎重工事となった。

写真 27　今見堂遺跡調査地（北から）
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１５　今見堂遺跡

第 59図	 今見堂遺跡調査位置図
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第 60図	 今見堂遺跡トレンチ配置図
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写真 28　今見堂遺跡調査状況

1トレンチ調査状況（北から） 2トレンチ調査状況（南東から）

3トレンチ調査状況（西から） 3トレンチ土層堆積状況（西から）
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Ⅱ　令和 3年度の調査
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3T 西端　　　　　3T 中央　　　　　3T 東端　　　　　
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1．灰黄褐色土（10YR  5/2) 　しまり、粘性共になし。礫を多く含む。客土。
2．にぶい黄褐色土（10YR 5/3) 1層に近い。客土
3．浅黄橙色土（10YR 8/4)　しまり、粘性やや強い。
4．暗オリーブ褐色土（2.5YR 3/3)　しまり、粘性共に強い。砂を多く含む。
5．暗オリーブ褐色土（2.5YR 3/3)　しまり、粘性共に強い。4層より砂少量。
6．黒褐色土（2.5YR 3/2)　しまり、粘性共に強い。
7．黒褐色土（2.5YR 3/1)　しまり、粘性共に強い。
8．黒色土（2.5YR 2/1)　しまり、粘性共に強い。

  今見堂遺跡トレン土層　　　　　　　　　　

第 61図	 今見堂遺跡トレンチ土層図
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Ⅲ　未報告資料紹介

保多地窯跡群（2号窯跡）の現況
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１　石貫ナギノ横穴群

所在地：玉名市石貫

調査原因：玉名高校考古学部活動

調査日：昭和 40 年 8 月

調査者：田添夏喜・玉名高校考古学部

　今回、報告する資料は、昭和 40 年 8 月に玉名高

校考古学部によって調査された際の出土品である。

　夏休み中の合宿調査であり、数基の横穴墓内の実

測が実施され、その時に検出された鉄器と考えられ

る。市文化財整理室に田添夏喜氏の実測図が残され

ていたため、ここで報告するものである。

　整理室に残されていた図面は他に 1 号、4 号、5 号、

9 号墓の実測図（製図）があり、これらの鉄器も他

の図面と照合し、3 点は「6 号墓」からの出土と判

明したが、当時と現在の横穴墓の数え方が異なって

いるため、まずその検証を行う必要があった。

　昭和 58 年に発行されている『玉高考古学部部報

33 号』の記述には「当時から風化が進行しつつあ

ったため、早急な実測調査を実施した」とあり、全

体像を記録するため昭和 55 年から測量調査に着手

し、以後継続しながら昭和 58 年に完了、報告とい

う流れがあったようである。この当時、確認されて

いた横穴数は 44 基（現在は 48 基）と記録されて

いる。恐らく、北側の最も奥に離れて並ぶ 3 基と、

南側（一番手前）の 1 基が含まれていないものと

推測される。昭和 55 年の熊本大学考古学研究室に

よる調査時も同様で、横穴番号に若干のズレがある

( 第 2 表参照）。現在の全 48 基と報告されたのは、

昭和 56 ～ 58 年にかけて熊本県教育委員会が調査

し、昭和 59 年に刊行された『熊本県装飾古墳総合

調査報告書』からである。

　このように横穴墓数の認識が異なっていたことを

前提に、当時の実測図を比較すると、昭和 40 年時

の「6 号墓」が、昭和 58 年時の実測図では「7 号墓」、

さらに熊大調査時と現在では「5 号墓」となってい

ることがわかった。このことから、今回報告する 3

点の鉄器は、6 号墓出土ではなく、現在でいう「5

号墓」からの出土ということになる。よって、5 号

墓の実測図及び写真も掲載している。

　鉄器は、左 3 点までが 5 号墓出土と判明したが

他の 4 点は出土横穴が不明である。一番左は鉄矛

で下半の中が空洞となっている。他はすべて鉄鏃で

ある。鉄矛は、市内では他に大坊古墳から出土して

おり、近隣では江田船山古墳からも出土例がある。

　今回報告した鉄器現物は残念ながら所在不明とな

っており、遺物写真もない状態ではあるが、実測図

のみは掲載することにした。また、玉名高校考古学

部による当横穴群の数回にわたる調査によって検出

された須恵器は、市歴史博物館こころピアに寄贈さ

れており、甕や高坏の破片が含まれる。出土した横

穴の番号が注記されているものもあるため、今回の

検証で明らかとなった番号のズレを照合すれば、須

恵器が出土した横穴の特定が可能である。

第 62 図　石貫ナギノ横穴群位置図
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0 2m

出土横穴不明5号墓

※田添夏喜氏による実測図を原図のまま再トレース
0 5cmS=1/2

S40年 S58年 S55年 現在

熊大 熊本県
― （1号） ― 48号
1号 2号 ― 47号
（2号） （3号） 1号 1号
（3号） 4号 2号 2号
4号 5号 3号 3号
5号 6号 4号 4号
6号 7号 5号 5号

玉名高校考古学部

第 63 図　石貫ナギノ横穴群出土鉄器実測図

第 64 図　石貫ナギノ横穴群配置図（部分）

第 65 図　石貫ナギノ横穴群 5 号墓実測図 写真 29 　石貫ナギノ横穴群 5 号墓（左）と 6 号墓（右）

第 2 表　石貫ナギノ横穴群番号対応表
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１　石貫ナギノ横穴群

（※西住・宮本 1980 より）

（熊本県教育委員会 1984 より）
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2　幅木遺跡
　

所在地：玉名市富尾字岩原

調査原因：造成時採集

調査日：昭和 43 年 10 月

調査者：田添夏喜

　当遺跡は繁根木側右岸の小岱山から西へ傾斜して

いく裾部に位置している。標高 23 ～ 47 ｍの範囲

に包蔵地が広がっており、以前は岩原遺跡として周

知されていた。また、同じ包蔵地内の標高 38 ｍの

小高い丘陵上には花咲山古墳が所在し、箱式石棺が

確認されている。南側の別丘陵には富尾浦谷横穴群

（2 基）や富尾原横穴群（16 基うち 6 基に装飾）な

どの横穴墓群が多く所在している。

　今回、報告する資料は市文化財整理室に保管され

ていた田添夏喜氏資料を整理中に発見した「玉名市

富ノ尾字岩原 2-23 番地出土・各種土器実測図」を

再トレースしたものである。実測されたのは「昭和

43 年 10 月」とあり、実測者が田添氏本人である

ことまでは記録されている。

　当初、富ノ尾出土の須恵器ということで、富尾原

横穴群からの出土品ではないかと調べていた。しか

し、出土した地番が違うため地籍図で検索したとこ

ろ、この地番にあたるものが富尾には存在しないこ

とがわかった。実測図に書かれた「岩原」で、かつ

て岩原遺跡として扱っていた現在の「幅木遺跡」で

あることが判明した。しかし、地番が現在と一致す

る地点はなかった。

　昭和 30 年代後半に田邉哲夫・田添夏喜氏らによ

って作成された「埋蔵文化財包蔵地調査カード」に

よれば、「完形須恵・土師器多数」とだけあり、当

時の情報が乏しいが、おおまかな出土地点が示され

ていたことにより、幅木遺跡の出土品であることは

間違いないことが証明されたため、実測図を掲載す

ることにした。

　出土した年代は明確でないが、先の包蔵地調査カ

ードが作成されたのが昭和 38 年頃で、実測された

のが昭和 43 年であるから、その間に何らかの造成

の際に偶然出土したものと考えられる。出土したと

される地点は遺跡範囲では単独に南へ突出する岬状

の麓であり、まさに花咲山古墳がある丘陵の南側突

端部にあたる。ここは抉られて畑や民家があるが、

これらを整地する際に出土した可能性がある。

　須恵器と土師器の完形高坏のみがセットで出土し

ていることを考えると本来は古墳もしくは横穴墓が

あった可能性も否定できない。現地踏査の結果、凝

灰岩の岩盤は確認できなかった。また、丘陵上に所

在する花咲山古墳の存在も無視できない。この古墳

が発見されたのは昭和 57 年であり、県営広域農道

計画に伴う分布調査によるものであった。その時に

確認された箱式石棺墓はいまだ未調査のままである

が、この尾根上にはまだ古墳などが存在している可

能性が極めて高い。

　今後、さらに踏査するなど分布調査が必要で、今

後の開発行為にも注意が必要である。

　実測図の左列が須恵器の長脚高坏である。一番下

は歪みがみられ、口縁部が一部欠損している。いず

れも脚部に透かしは認められず、時期は 6 世紀末

から 7 世紀代とみられる。右列が土師器の高坏で、

一番上が短脚である。市内における完形須恵器の出

土例は多くはないが、玉名市下の城ノ浦横穴墓や近

隣では荒尾市の野原古墳群、野原八幡台古墳群にお

いて類似した須恵器などがある。

　

　

花咲山古墳

遺物出土地点

第 66 図　幅木遺跡の遺物出土地点位置図
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第 67 図　幅木遺跡出土遺物実測図

写真 30　幅木遺跡遠景と遺物出土地点付近（東から）

- 47 -

2　幅木遺跡　

※田添夏喜氏による実測図を原図のまま再トレース。縮尺不明。
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３　保多地窯跡群 (1・2 号窯跡）
　

所在地：玉名市山田保多地 687-2 ほか

調査原因：小岱山生産遺跡調査

調査日：昭和 52 年頃

調査者：田添夏喜ほか

　当窯跡群は、小岱山から南側へ延びる標高約 50

～ 60 ｍ丘陵上に位置している。市内で確認されて

いる唯一の須恵器窯として重要で、「荒尾窯跡群」

の支群にもなっている。現在は、妙法寺や数軒の民

家があるのみで、ほとんどはみかん畑となっている。

また、南側には接するように保多地古墳群が所在し

ている。横穴式石室などが5基あったとされるが、1・

2 号墳を除いてほとんどが消滅している。

　当窯跡の発見は古く、大正時代にまず 1・2 号窯

が確認された。市博物館に寄贈されている玉名高校

考古学部資料の中にも、「昭和二年」と採集年が注

記された須恵器が含まれており、古くから知られて

いたことがわかる（写真 31）。その後、地権者によ

ってみかん畑造成中に 3 基（3 ～ 5 号窯）が発見

された。現在、北側の 4・5 号窯は消滅しており、

3 号窯跡のみ完全に残存しているといわれている。

　平成 24 年度に現地踏査を実施しているが、その

時点で今回報告する実測図は把握していなかったた

め、詳細不明としていた（蛋父 2017）。踏査時の 1・

2 号窯跡は、床面が露出した状態で、みかん畑の中

に風化した焼土や硬化面がみられ、須恵器片もわず

かに散布していた。

　当窯跡が発掘調査されたのは、小岱山の荒尾窯跡

群や製鉄遺跡が調査された時期と同じで、昭和 52

年に調査報告がまとめられているが、「保多地窯跡

群」に関しては確認できていない。「玉名市埋蔵文

化財包蔵地調査カード」の田添夏喜氏の記述によれ

ば「1 号窯は、最南端にあり床面のみ残存。他の部

分は風化消滅。幅 1.4 ｍ、長さは不明だが元は 6 ～

7 ｍはあったとみられる。」、また「2 号窯は、1 号

窯より 4 ｍ離れ、幅 1.4 ｍ、長さ現存 5m だが、昭

和 30 年時は 7 ｍあった。床面は 11 度傾斜し、南

壁 80㎝、北壁は上部を失うも 60㎝残る登り窯。焚

口と煙道は風化消滅している」とある。このなかで

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　                         

確実なことは、東側が焚口であったことと、床面の

傾斜が緩やかということである。荒尾窯跡群の床面

が 35 ～ 37 度と急勾配であるのに対して、当窯跡

群は、いずれも 10 度前後と緩やかである。時期も

古墳時代とされているが、採集されている須恵器か

らも、最盛期は古代であったと考えられる。なお、

残存しているとされる 3 号窯跡は、「煙筒部 ( 径 25

㎝、垂直長 40㎝）の中に支柱を設けてあり、赤く

焼けている。現在は土を入れて、擂鉢をかぶせて保

存してある」と記されている。

第 68 図　保多地窯跡群位置図

写真 31　保多地窯跡群採集の須恵器（市博物館蔵）
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第 69 図　保多地窯跡群（1 号窯・2 号窯）実測図
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３　保多地窯跡群 (1・2 号窯跡）　

１号窯跡

２号窯跡

※いずれも田添夏喜氏による調査時実測図を
もとに　一部改変して再トレース。
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4　池田地下式坑群

所在地：玉名市岩崎字池田 674 番地

調査原因：宅地造成時か

調査日：昭和 50 年 12 月 21 ～ 27 日

調査者：田添夏喜・玉名高校考古学部

　当遺跡は、繁根木川右岸の台地上（標高約 16 ｍ）

に位置している。昭和 30 年頃から地下式坑の存在

が知られており、これまで 3 基が確認されている。

「玉名市埋蔵文化財包蔵地調査カード」によれば、

田邉哲夫氏によって当初「岩崎穴窟」と呼ばれて

いたようである。最初に発見されたものは、「一辺

2.5 ｍの方形の床面、高さは 1.8 ｍでドーム状の天

井部がある。天井から斜め上方に径 80㎝の穴が高

さ約 90㎝続いている。中世の墳墓ではあるまいか」

と記述されている。

　次いで昭和 50 年にも同地点から 2 基発見されて

いる。このうち、「2 号」とされた地下式坑が今回

報告する実測図である。これも市文化財整理室で図

面が確認できたものである。

　2 号地下式坑は、調査を指揮した田添夏喜氏の記

述によれば「地表から 0.8 ～ 1 ｍ下に、縦 2.3 ｍ、

横 2.4 ｍ、高さ 1.7 ｍほどの大きさで、平床角型隅

丸の穴を掘り、入りの浅いドーム形の天井をつく

る。北側には床より高い位置に、幅 50㎝、長さ 90

㎝ほどの斜孔があり、地上への通路とみられる。壁

面には鉄製鍬らしい掘削痕が明瞭にみられる。土坑

は東西方向に 2 基、約 6 ｍの間隔をあけて検出した」

とある。また、実測図から床面に近いところで 50

数点の石材が検出されている。下の断面は見通し図

になるが、特に西端は人為的に敷き並べたようにも

見受けられる。寿福寺跡においても、礫石や木材が

下部において検出されている例がある。

　＜市内における地下式坑について＞

　市内において、このような地下式坑は数か所で発

見されている。寿福寺跡・伊倉城跡に関しては報告

書が刊行されているため参考にしていただきたい。

なお、近年寿福寺跡の南側、繁根木遺跡群の調査地

においても 1 基検出され瓦器などが出土し、旧産

業道路（現：県道）建設の頃にも、文化センター西

側市道沿いで 5 基確認されている。寿福寺の関連

遺構としてその分布域の広さを示している。

　南出遺跡は昭和 36 年に同じく産業道路建設に伴

う店舗造成によって 2.6 ｍほど切土された地点か

ら、約 2 ｍ四方、高さ 1.5 ｍの地下式坑が検出さ

れている。通路と考えられる円筒状の穴が斜めに開

口しており、壁面には鉄製工具による掘削痕が認め

られている。

　田島地下式坑は、現在の春出遺跡の範囲になり、

中世城館である中村館推定地の南端にあたる。慶専

寺門前の凹道南壁において、昭和 49 年に車庫掘削

時に検出されている。1.8 × 1.9m 四方で、深さ約

1.7m 規模のものが 2 基並んでいたという。

　南大門遺跡からは昭和 35 年、農作業中に天井が

陥没して発見、2 × 1.9 ｍ四方、深さ約 1.5 ｍのプ

ランに岩盤を削り、人が通れるほどの斜坑を開けて

あったという。遺物は確認されていない。

　伊倉城跡は、高台である城内の南東端において、

トレンチ調査で 1 基検出されているが、周辺には

まだ残存している可能性が高い。天井が崩落してい

たものの、1.2 × 1.0 ｍ四方の正方形に近いプラン

で、深さは 1.9 ｍ。やや斜め上に入口があったとみ

られ、閉塞石と考えられる礫、安山岩、軽石が多く

落ち込んでいたという。出土した石臼や瓦器（火

鉢）などから13世紀後半～14世紀代とされている。

気になるのは、落ち込んでいた板石が本来は上部に

　

岩崎城跡

池田地下式坑群（3基）

岩崎城跡

池田地下式坑群（3基）

第 70 図　池田地下式坑群位置図
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0 1m

墓石のように建てられていたのではないかという点

で、火を受けた痕跡も認められている。

　このように市内では中世寺院や中世城館付近にお

いて多くが検出されており、当初は古墳時代の地

下式横穴との関連も考えられてきたが、ほぼ戦国

時代の可能性が高い。土坑の大きさも平均値は 2.0

× 1.9 ｍ四方で、天井までの高さも 1.7 ｍ前後であ

る。しかし、寿福寺跡に関しては、やや特殊で土坑

規模の平均値が 3.0 × 2.5 ｍ、高さも 1.9 ｍと大き

く、遺物が豊富である。群をなして形成されている

ものと考えられ、全体で 10 基を超えている。　　

　地下式坑は千葉県を中心とした関東地方に多く分

布し、九州においては福岡・大分が多く、次いで熊

本とほぼ北部九州から中九州に集中している。

第 71 図　池田地下式坑（2 号）実測図

- 51 -

4　池田地下式坑群

※玉名高校考古学部による調査
　時実測図をもとに再トレース。
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　県内でみると玉名周辺と宇土半島に集中する傾向

があるという（原田 2009）。全国的にみて、時期は 15

世紀後半～ 16 世紀代とされ、性格については墳墓

説や倉庫説など様々ある。地下室の規模は大きいも

ので 4 ｍ四方のものもあるが、玉名においては寿

福寺跡が全体的に大きい傾向がある。寿福寺跡の出

土遺物も時期が同じで、三鈷杵などの出土例は稀だ

が密教と比較的近い要素を持つとされる。付近に補

陀落渡海碑も存在することから、地下式坑の性格に

ついて、捨身求菩提を果たそうとする仏教行為との

関連が指摘されている（原田 2009）。

第 72 図　玉名市内における地下式坑分布図

- 52 -
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＜参考文献＞
原田昭一「地下式坑の西国伝播と戦国期の墓制」『中世の地下室』東国中
　　　　　世考古学研究会　2009

寿福寺跡（5号） 伊倉城跡

遺跡名 所在地 規模 高さ 形状 数 特徴・出土遺物など 調査年など
1 寿福寺跡 繁根木 3.0×2.5ｍ 1.9ｍ 隅丸方形 10 三鈷杵・中国青釉陶器出土昭和54年、市道内からも5基
2 南出地下式土坑 中・内田 2.0×2.0ｍ 1.5ｍ 方形 1 内壁に明瞭な掘削痕 昭和36年・玉名高校考古学部
3 田島地下式土坑 中・田島 1.9×1.8ｍ 1.7ｍ 方形 2 内壁に明瞭な掘削痕 昭和49年・田添夏喜
4 池田地下式土坑 岩崎池田 2.4×2.3ｍ 1.7ｍ 隅丸方形 3 斜坑幅0.5m,掘削痕明瞭 昭和30・田邉、昭和49年・田添
5 南大門遺跡 築地南大門 2.0×1.9ｍ 1.5ｍ 隅丸方形 1 農作業中に陥没 昭和35年・田添夏喜
6 伊倉城跡 伊倉 1.2×1.0ｍ 1.9ｍ 隅丸方形 1 礫・板石・石臼・火鉢・鳥骨 市立歴史博物館こころピア
7 宮原遺跡 伊倉 1 伊倉小学校敷地内 平成時代に確認
8 青野地下式土坑 青野本村 2.0×2.0ｍ 約1.5m 方形 1 畑耕作中に陥没 昭和35年・東弘典
9 松尾遺跡 立願寺 3 道路造成中 平成時代に確認
10 木船西遺跡 岱明町野口 1 馬耕作中に陥没して発見 大正10年・中川斎
11 寺田久保遺跡 寺田久保 約3ｍ四方 不明 方形 1 畑の工事現場中に発見 昭和30年代か・田添夏喜

詳細不明

詳細不明
詳細不明
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シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな 調査面積

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 （㎡）

岩崎
いわさき

原
ばる

遺跡
いせき

玉名市岩崎 32°55′57″ 130°33′30″ 調査依頼

山田
やまだ

松尾
まつお

平
ひら

遺跡
いせき

地点
ちてん

玉名市山田 32°56′29″ 130°32′37″ 調査依頼

包蔵
ほうぞう

外
がい

（三
み

ツ川石切場跡
かわいしきりばあと

） 玉名市三ツ川 ― 32°58′22″ 130°34′05″ 産業団地

山田
やまだ

松尾
まつお

平
ひら

遺跡
いせき

地点
ちてん

玉名市山田 32°56′25″ 130°32′29″ 専用住宅

堂
どう

ノ迫
さこ

遺跡
いせき

玉名市北坂門田 32°54′52″ 130°36′42″ 道路

来
らい

光
こう

寺
じ

玉名市中伊倉北方 32°54′21″ 130°34′21″ 納骨堂

唐人町遺跡
とうじんまちいせき

玉名市伊倉南方 32°54′16″ 130°34′14″ 2020年4月 道路

32°56′29″ 130°34′05″ 　 　～

32°56′37″ 130°34′23″

山田神社門前遺跡
やまだじんじゃもんぜんいせき

群
ぐん

地点
ちてん

玉名市山田 32°56′20″ 130°32′12″ 2021年3月 専用住宅

年
とし

の神遺跡
かみいせき

地点
ちてん

玉名市岱明町野口 32°55′16″ 130°31′06″ 分譲地造成

山田神社門前遺跡
やまだじんじゃもんぜんいせき

群
ぐん

地点
ちてん

玉名市山田 32°56′33″ 130°32′18″ 覆屋設置

寺田
てらだ

久保
く ぼ

遺跡
いせき

玉名市寺田 32°55′20″ 130°35′27″ 分譲地造成

高岡
たかおか

原
ばる

遺跡
いせき

玉名市中尾 32°56′11″ 130°32′40″ 分譲地造成

年
とし

の神
かみ

遺跡
いせき

地点
ちてん

玉名市岱明町野口 32°55′16″ 130°31′08″ 調査依頼

今見堂
いまみどう

遺跡
いせき

玉名市築地 32°55′50″ 130°31′48″ 店舗

石貫ナギノ横穴群
いしぬきなぎのよこあなぐん

玉名市石貫 32°57′55″ 130°34′02″ 1965年8月

幅
はば

木
き

遺跡
いせき

玉名市富尾 32°57′01″ 130°33′30″ 1968年10月

保
ほ

多
た

地
ち

窯
かま

跡
あと

群
ぐん

玉名市山田 32°56′53″ 130°31′56″ 1977年頃

池田
いけだ

地下式
ちかしき

坑
こう

群
ぐん

玉名市岩崎 32°56′04″ 130°33′28″ 1975年12月

主な遺跡名 種別 特記事項

三
み

ツ川
かわ

石切場
いしきりば

跡
あと

包蔵外

来
らい

光
こう

寺
じ

寺院

高
たか

岡
おか

原
ばる

遺跡
いせき

包蔵地 車輪文あり、荒尾産か

年
とし

の神
かみ

遺跡
いせき

包蔵地 暗文や線刻文様あり

北緯 調査期間

令和6年3月15日

  〒865-8501  熊本県玉名市岩崎163

玉名
たまな

平野
へいや

遺跡
いせき

群
ぐん

玉名市玉名

コード

報 告 書 抄 録

近世以降 間知石の石切場跡（矢穴痕） 凝灰岩断片

　玉名市内遺跡調査報告書15

　玉名市文化財調査報告

調査原因

　玉名市教育委員会

東経

古代 溝

弥生時代中期

主な遺構 主な遺物主な時代

弥生土器（甕）

　令和３年度の調査

駅周辺整備

　第53集

　𦿸𦿸父雅史 　 

　たまなしないいせきちょうさほうこくしょ

―

近世 溝 陶磁器（九曜文碗）

須恵器（甕）

令和６年２月 19日　印刷
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